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先
日
、
第
九
回
通
常
総
会
が
終
了
し
、

平
成
二
十
六
年
度
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

総
会
の
中
で
「
酪
農
振
興
会
の
予
算
の

使
い
道
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
の
で
教
え

て
欲
し
い
と
い
う
会
員
が
お
り
、
予
算
書

を
各
会
員
に
配
布
し
て
欲
し
い
。
」
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
出
席
し
た
役
員
や
代
議
員
は
、

酪
農
振
興
会
が
ど
う
い
う
活
動
を
し
、
ど

う
い
う
予
算
の
使
い
方
を
し
て
い
る
の
か

わ
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
多
く
の
会
員
は
毎
月
乳
代
か
ら
会

費
を
徴
収
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
会
費
が
ど
の
様
に
使
わ
れ
て
い
る
か

理
解
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

今
回
活
動
を
紹
介
致
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
多
く
の
会
員
に
当
酪
農
振
興
会
の
活
動

を
知
っ
て
頂
き
、
事
業
に
参
加
し
て
も
ら

え
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ま
ず
予
算
書
を
ご
覧
下
さ
い
。
収
入
で

す
が
主
に
会
費
と
助
成
金
で
成
り
立
っ
て

お
り
ま
す
。
出
荷
乳
量
１
㎏
当
り
６
銭
を

会
費
と
し
て
会
員
か
ら
徴
収
し
、
二
十
六

年
度
の
営
農
計
画
乳
量
が
１
０
，
０
３
０
ｔ

で
す
の
で
約
600
万
円
の
会
費
収
入
を
見
込

四
月
十
六
日
、
本
所
で

第
九
回
釧
路
丹
頂
農
協
酪

農
振
興
会
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

鶴
居
、
白
糠
、
音
別
各

支
部
の
代
議
員
が
出
席

し
、
議
長
は
鶴
居
支
部
の

野
沢
弘
幸
さ
ん
が
務
め
ま

し
た
。

折
笠
文
則
会
長
は
、「
平

成
二
十
五
年
度
事
業
が
会

員
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り

無
事
終
了
で
き
た
事
を
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
農
作
業
が
忙
し
く
な

る
時
期
と
な
り
ま
す
が
、

乳
価
が
上
が
り
酪
農
振
興

会
と
し
ま
し
て
も
生
乳
増

産
に
向
け
、
粗
飼
料
の
品

質
向
上
等
に
つ
い
て
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
で
す
。」

と
述
べ
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
度
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算
に
つ

い
て
、
平
成
二
十
六
年
度

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

に
つ
い
て
、
会
費
の
賦
課

及
び
徴
収
方
法
な
ど
に
つ

い
て
協
議
し
、
議
案
は
全

て
承
認
さ
れ
、
総
会
は
盛

会
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

釧
路
丹
頂
農
協
酪
農
振
興
会
通
常
総
会
開
催

酪
農
振
興
会
の
活
動
紹
介

釧
路
丹
頂
農
協
酪
農
振
興
会

会 

長　

折 

笠
　
文 

則

野沢 弘幸 議長（鶴居支部）
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収　入　の　部 （単位　千円）

項　　　目 前年度決算額 本年度予算額 差　　額 備　　　　考

会 費 ５，９５７ ６，００２ ４５ １００，０３０ｔ×６銭

助 成 金 １，５００ １，５００ ０ 農協

繰 越 金 ３０ ２２ ▲８

雑 収 入 ０ ０ 利息他

計 ７，４８７ ７，５２４ ３７

支　出　の　部
項　　　目 前年度決算額 本年度予算額 差　　額 備　　　　考

負 担 金 ４，９５２ ４，８２８ ▲１２４ 酪対負担金　3,843千円
酪農協会費　　985千円

本 部 活 動 費 ７８４ ９４０ １５６
パークゴルフ
視察研修会
酪農祭

会 議 費 １１６ １５０ ３４ 総会経費・役員会日当他
雑 費 １２ ６ ▲６

支 部 活 動 費 １，６００ １，６００ ０
鶴居支部　　881千円
白糠支部　　374千円
音別支部　　345千円

計 ７，４６４ ７，５２４ ６０

※　会員からの会費（乳量割　６銭／kg）の使い道です。
※　�会費の大部分は、政治活動・乳価交渉・酪農運動等　私たちの生活を守る為に使われてお
ります。

※　支部活動費は前年度の生乳生産量割で分配されております。

平成２６年度　酪農振興会収支予算書

ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
農
協
か
ら
の
助

成
金
150
万
円
を
合
わ
せ
て
約
750
万
円
の
収

入
予
算
で
す
。

次
に
支
出
で
す
。
750
万
円
の
使
い
道
の

大
部
分
は
酪
農
対
策
本
部
へ
の
負
担
金
や

酪
農
協
会
の
会
費
と
し
て
収
め
て
お
り
、

金
額
は
約
480
万
円
に
な
り
ま
す
。
こ
の
お

金
は
主
に
政
治
活
動
や
乳
価
交
渉
、
酪
農

運
動
等
、
私
達
の
生
活
を
守
る
た
め
に
使

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

次
に
活
動
費
で
す
。
活
動
費
に
は
本
部

活
動
費
と
支
部
活
動
費
が
あ
り
ま
す
。
当

酪
農
振
興
会
は
鶴
居
・
白
糠
・
音
別
の
三

支
部
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
支
部
活
動

費
と
し
て
160
万
円
を
前
年
度
の
生
乳
生
産

割
で
各
支
部
に
分
配
し
て
お
り
ま
す
。
本

部
活
動
費
は
会
議
費
と
雑
費
を
あ
わ
せ
る

と
約
110
万
円
に
な
り
ま
す
の
で
、
支
出
合

計
も
約
750
万
円
で
す
。

平
成
二
十
六
年
度
の
本
部
事
業
と
し
て

は
、
十
月
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
（
幌
呂

地
区
）
、
十
一
月
に
視
察
研
修
会
、
二
月

に
酪
農
祭
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
会
員
の
皆
様
が
参
加

し
や
す
い
よ
う
に
、
ま
た
会
員
相
互
の
親

睦
、
交
流
が
深
ま
り
酪
農
振
興
に
つ
な
が

る
よ
う
に
企
画
・
活
動
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
今
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
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平
成
二
十
六
年
度�

春
季
地
区
別
懇
談

会
が
、
四
月
二
十
三
～
二
十
五
日
の
３
日

間
、
三
地
区
（
音
別
・
白
糠
・
鶴
居
）
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

農
作
業
等
で
御
多
忙
の
中
、
３
日
間
で
計

五
十
一
名
の
方
々
に
出
席
頂
き
ま
し
た
。

懇
談
事
項
と
し
て
、
最
近
の
酪
農
・
畜

産
情
勢
等
、
平
成
二
十
五
年
度
事
業
報
告

及
び
決
算
承
認
、
平
成
二
十
六
年
度
事
業

計
画
の
設
定
、
第
二
次
Ｊ
Ａ
中
期
計
画
の

設
定
、
第
八
回
通
常
総
会
の
招
集
及
び
提

出
議
案
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。出

席
し
た
組
合
員
の
皆
様
方
か
ら
は
、

農
協
各
部
門
に
お
け
る
事
業
運
営
の
内
容

に
つ
い
て
、
今
後
の
酪
農
経
営
の
維
持
・

発
展
に
関
わ
る
具
体
的
対
策
に
つ
い
て
、

第
二
次
Ｊ
Ａ
中
期
計
画
案
等
に
対
し
、
具

体
的
な
質
問
・
意
見
・
要
望
等
が
数
多
く

出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
組
合
員
の
皆
様
か
ら
出
さ
れ
た

質
問
・
意
見
・
要
望
等
は
集
約
さ
れ
、
理

事
会
に
お
い
て
協
議
し
て
参
り
ま
す
。

鶴　居　本　所

音　別　支　所

白　糠　支　所

平成26年度 春季地区別懇談会
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四
月
二
十
八
日
、
鶴
居
村
家

畜
共
進
会
場
で
、
第
七
回�

鶴
居

ス
プ
リ
ン
グ
シ
ョ
ウ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

釧
路
丹
頂
農
協
乳
牛
改
良
同

志
会
鶴
居
支
部
主
催
で
、
鶴
居
・

幌
呂
か
ら
計
二
十
七
頭
の
乳
牛
が

出
陳
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
員
は
、

ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道�

道
東
事

業
所�

木
本
洋
一
氏
が
務
め
ま
し
た
。

主
な
入
賞
牛
及
び
出
品
者
は

表
の
と
お
り
で
す
。

四
月
二
十
六
日
、
白
糠
町
家
畜

共
進
会
場
で
、
第
二
十
一
回�

釧
路

西
部
ス
プ
リ
ン
グ
シ
ョ
ウ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

釧
路
丹
頂
農
協
乳
牛
改
良
同

志
会
西
部
支
部
主
催
で
、
音
別
・

白
糠
か
ら
計
三
十
三
頭
の
乳
牛
が

出
陳
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
員
は
、

清
水
町
酪
農
家�

高
橋
喜
一
氏
が

務
め
ま
し
た
。

主
な
入
賞
牛
及
び
出
品
者
は

表
の
と
お
り
で
す
。

入　賞　牛　一　覧　表

グランドチャンピオン
ウツズスター　マセスドラ　スパイアート 林　　　稔　幸 白 糠

リザーブグランドチャンピオン
ＶＳツリー　アレキサンダー　バビユー 對　木　賢　雅 白 糠

ジュニアチャンピオン
ＨＳＹ　タラ　ウイン　ダミオン 細　谷　　　智 白 糠

リザーブジュニアチャンピオン
ＨＳＹ　プロスペリテイー　ブロカウ 細　谷　　　智 白 糠

部 結果 名　　　　　　　号 出　品　者 地　区

１部
１位 ＨＳＹ　プロスペリテイー　ブロカウ 細　谷　　　智 白 糠
２位 オーセン　ハアモリユ　バブス 松　田　浩　二 白 糠

２部
１位 ＨＳＹ　ミス　エンジエル　ダーハム　ＥＴ 細　谷　　　智 白 糠
２位 カリーナ　アシユリン　ロイ　フアーステイ 松　田　浩　二 白 糠

３部
１位 ＨＳＹ　タラ　ウイン　ダミオン 細　谷　　　智 白 糠
２位 ウツズスター　コロナ　ホワイトストーン　ローズ 林　　　稔　幸 白 糠

４部
１位 ＨＳＹ　チユンキー　ローソリテイ 細　谷　　　智 白 糠
２位 エンプレス　ＢＮ　ダン　ミツ 松　田　浩　二 白 糠

５部
１位 ウツズスター　エンペラー　ブリリアント　レオ 林　　　�稔　幸 白 糠
２位 アドミラル　スパークリング　エース 松　田　浩　二 白 糠

６部
１位 フオグランド　シヤリー　スリツク　Ｇ　ロイ 五十嵐　大　地 白 糠
２位 メリー　ベツス　デイストライ　ベント　ＲＥＤ 合伊深ファーム 白 糠

７部
１位 ウツズスター　シヤイニー　スパイラル　アイ 林　　　稔　幸 白 糠
２位 フオグランド　ソーサ　ピン　アリアス 五十嵐　大　地 白 糠

８部
１位 ウツズスター　マセスドラ　スパイアート 林　　　稔　幸 白 糠
２位 ＶＳツリー　アレキサンダー　バビユー 對　木　賢　雅 白 糠

９部 １位 プロスペリテイー　カーリイ　トト　ＯＳＥ　ＥＴ 對　木　隆　司 白 糠

第７回　鶴居スプリングショウ

第２１回　釧路西部スプリングショウ

入　賞　牛　一　覧　表
グランドチャンピオン

セジス　エルデイー　ジヤグラー （農） 清 和 農 場 鶴 居
シニアチャンピオン

セジス　エルデイー　ジヤグラー （農） 清 和 農 場 鶴 居
ジュニアチャンピオン

TKS　カズナリー　テイー　ＥＴ 清 水 武 志 鶴 居

部 結果 名　　　　　　　号 出　品　者 地　区

１部
１位 ＩＦ　デツダム　ＳＰ　メード 増 田 一 真 鶴 居
２位 OP　オラホーム　アレツクス　ブレンダ 植 田 紘 史 幌 呂

２部
１位 クレーン　Ｇドリーム　ダンデイ 武 藤 　 潤 幌 呂
２位 エフエム　アラン　アイオーン （農） 清 和 農 場 鶴 居

３部
１位 ＭＭ　ポーラ　ゴールド　シヤンテイー 松 下 雅 幸 鶴 居
２位 OP　オラホーム　Ｇロイ　エイミー 植 田 紘 史 幌 呂

４部
１位 TKS　カズナリー　テイー　ＥＴ 清 水 武 志 鶴 居
２位 パインヘイブン　ジヨセフイン　スプラー　エレキツド 松 井 俊 治 幌 呂

５部
１位 TKS　ジユンチエス　アン　センビユー　ＥＴ 清 水 武 志 鶴 居
２位 セジス　アツトフイン　シヤンデイア （農） 清 和 農 場 鶴 居

６部 １位 ヒシヌマフアーム　ローヤル　ブラクストン　ＤＸ ㈲菱沼ファーム 鶴 居

７部
１位 パインヘイブン　マタドーア　Ｉ－ＯＮ　ラテイオス 松 井 俊 治 幌 呂
２位 ヘンドリカ　アヤナミ　アバンテイーン （農） 清 和 農 場 鶴 居

８部
１位 セジス　エルデイー　ジヤグラー （農） 清 和 農 場 鶴 居
２位 ウイス　ポパイ　レデイー 菊 地 栄 司 鶴 居

９部 １位 ネシリー　ロージエス　アンコール 清 水 武 志 鶴 居

4



釧路丹頂和牛改良組合　通常総会開催

「農作業安全祈願祭」で今年の無事を祈願!!

　

四
月
十
八
日
、
釧
路
市

内
で
釧
路
丹
頂
和
牛
改
良

組
合
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
鶴
居
支
部
の
菊

地
和
広
さ
ん
が
務
め
、
役

員
・
振
興
委
員
に
つ
い
て
、

平
成
二
十
五
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
報
告
、
監

　

四
月
三
十
日
、
本
所
で

平
成
二
十
六
年
度
釧
路
丹

頂
農
協
農
作
業
安
全
祈
願

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

武
藤
組
合
長
を
は
じ
め
、

鶴
居
村�

大
石
正
行
村
長
、

釧
路
警
察
署
鶴
居
駐
在
所�

塩
澤�

守
所
長
等
各
関
係

機
関
の
代
表
者
が
出
席
し
、

玉
串
奉
天
並
び
に
神
事
を

執
り
行
な
い
ま
し
た
。

　

對
木
専
務
は
「
交
通
事

故
並
び
に
農
作
業
事
故
絶

滅
宣
言
」
を
、
釧
路
丹
頂

農
協
青
年
部�

冨
坂
隆
志

査
報
告
、
平
成
二
十
六
年

度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
、
平
成
二
十
六
年
度
会

費
の
賦
課
及
び
徴
収
方

法
、
規
約
の
承
認
な
ど
に

つ
い
て
協
議
し
、
議
案
は

全
件
承
認
さ
れ
、
総
会
は

盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
。

副
部
長
は
「
交
通
安
全
宣

言
」
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

武
藤
組
合
長
は
、「
全

道
・
全
国
的
に
農
作
業
事

故
は
多
発
し
て
い
る
現
状

で
あ
り
、
人
手
不
足
か
ら

く
る
疲
労
・
あ
せ
り
な
ど

か
ら
釧
路
管
内
で
も
昨
年

農
作
業
事
故
が
二
件
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
農
作
業

時
に
は
安
全
の
徹
底
に
努

め
て
頂
き
、
一
年
が
事
故

な
く
過
ご
せ
る
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。」
と
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

「交通事故・農作業事故絶滅
宣言」をする對木 範誉 専務

「交通安全宣言」をする
冨坂 隆志 青年部副部長
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　
搾
乳
作
業
は
畑
作
で
い
え
ば
、
収
穫

作
業
で
す
。
こ
の
作
業
で
ロ
ス
が
多
い

と
、
そ
れ
ま
で
か
け
て
き
た
様
々
な
コ

ス
ト
や
労
力
が
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
毎
日
の
作
業
の
中
で
は
乳
房
炎
の
発

生
や
廃
棄
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ

て
い
て
、
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
意
識

が
薄
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
経
営
コ

ス
ト
が
高
ま
っ
て
い
る
今
、
仕
方
が
無

い
で
済
ま
せ
る
こ
と
な
く
、
廃
棄
ロ
ス

を
少
し
で
も
減
ら
せ
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

一
　
釧
路
管
内
の
事
例
紹
介

　

釧
路
管
内
の
農
場
Ａ
の
事
例
を
ご
紹

介
し
ま
す
（
写
真
一
）。
農
場
Ａ
は
繋

ぎ
飼
い
飼
養
で
、
牛
床
管
理
を
徹
底
し

て
い
ま
す
。
年
間
を
通
し
て
乳
房
炎
の

発
生
は
数
頭
で
、
ほ
ぼ
全
量
出
荷
を
達

成
し
て
お
り
ま
す
。

◎
体
細
胞
数
の
状
況

　

平
成
二
五
年
度
の
平
均
体
細
胞
数

は
、
バ
ル
ク
乳
平
均
が
六
万
三
千
（
図

一
）、
乳
検
（
図
二
）
の
全
頭
平
均
で

六
万
七
千
と
な
っ
て
い
ま
す
。
バ
ル
ク

乳
と
乳
検
の
体
細
胞
数
が
ほ
ぼ
同
じ
数

字
で
す
か
ら
、
別
搾
り
が
少
な
く
、
全

量
出
荷
に
近
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ニ
ア
ス
コ
ア
は
一
・
五
、

リ
ニ
ア
ス
コ
ア
二
以
下
の
割
合
は
八
十

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

八
十
の
牛
が
乳
房
炎
菌
に
曝さ
ら

さ
れ
ず
、

衛
生
的
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
表
し
て

い
ま
す
。

◎
乳
飼
比
と
差
引
乳
代
の
関
係

　

農
場
Ａ
は
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
に
加
入

し
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
構
成
員
と
比
較

　
　

し
て
、乳
飼
比
は
六
・
四
％
低
く
、

経
産
牛
一
頭
あ
た
り
の
差
引
乳
代
（
乳

代
か
ら
飼
料
代
を
引
い
た
額
）
は
十
万

三
千
円
程
度
高
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図

三
）。
飼
料
費
が
乳
代
と
し
て
得
ら
れ
、

無
駄
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
一
因
と

し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

購
入
飼
料
な
ど
の
生
産
資
材
が
高
止

ま
り
し
て
い
る
現
状
で
す
が
、
乳
質
を

安
定
さ
せ
、
全
量
出
荷
に
近
づ
け
る
こ

と
で
、
乳
飼
比
を
下
げ
、
差
引
乳
代
を

確
保
で
き
る
こ
と
を
こ
の
事
例
で
は
示

し
て
い
ま
す
。

二
　
乳
質
改
善
で
得
ら
れ
る
利
益

　

事
例
の
他
に
も
乳
質
を
改
善
す
る
こ

と
で
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
乳
房
炎
の
治
療
費
、
淘
汰
更
新
に
か

か
る
費
用
の
減
少

・
別
搾
り
の
労
力
や
精
神
的
苦
痛
の
軽

減
・
抗
生
物
質
残
留
事
故
リ
ス
ク
の
低
減

・
乳
腺
細
胞
の
萎
縮
に
よ
る
乳
量
減
の

緩
和
な
ど

　

乳
房
炎
は
必
要
な
対
策
を
講
じ
れ
ば

必
ず
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ど
う
す
れ
ば
一
滴
で
も
多
く
牛
乳
を

出
荷
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
次
回
か

ら
は
具
体
策
を
三
回
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載

し
ま
す
。（

平
成
二
十
六
年
四
月
作
成
）

乳
質
改
善
は
儲
か
る
そ
の
一

図２　乳検データ（Ｈ25）
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写真１　農場の様子

図１　体細胞数の推移（Ａ農場）

図３　乳飼比と差引乳代



■
編
集
発
行�

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
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部
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理
課

—
V
O
L
・
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平
成
26
年
5
月
発
行

■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱

編 集 後 記
EDITOR’S�NOTE

■平成26年度 　生乳生産実績（4月）

月計乳量（kg） ４月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,039,627.3 94.5 8,039,627.3 94.5

（鶴居地区） 2,706,452.2 96.0 2,706,452.2 96.0

（幌呂地区） 2,145,704.4 93.0 2,145,704.4 93.0

（白糠地区） 1,711,841.0 91.2 1,711,841.0 91.2

（音別地区） 1,475,629.7 97.8 1,475,629.7 97.8

管 内 計 42,477,444.2 93.7 42,477,444.2 93.7

（前年度管内計） 45,342,413.5 45,342,413.5

理　事　会　報　告
4月臨時理事会　平成26年4月14日（月）

報告事項�
１．全中監査（ＪＡ全国監査機構監査）の結果報告について
２．定期（決算）監査報告について
３．その他　�１）４月１日付新採用職員について
付議事項�
議案第１号　�平成25年度（第８年度）貸借対照表、損益

計算書および注記表並びに全国監査機構の

監査および監事の監査報告について
議案第２号　�平成25年度（第８年度）事業報告、剰余金

処分案の承認について
※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項�
１．当面の業務日程について

4月定例理事会　平成26年4月25日（金）

報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．ＪＡ全国監査機構監査の結果について
４．３月末財務状況について
５．事業の実施処理状況について
６．子会社の決算状況について（㈱ジェイエーコムズ）
付議事項�
議案第１号　平成26年度諸利率・料率の一部変更について

議案第２号　大口信用供与先に対する融資の承認について
議案第３号　理事と組合との契約承認について
議案第４号　給与規程の一部変更について
※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項�
１．春季地区別懇談会における意見・要望等について
２．当面の業務日程について

大変お世話になりました。
酒 井 大 輔

白糠支所　家畜改良課家畜改良係　３月31日をもって退職しました。

□�今月から、普及センターだよりに「乳質改善対策」をテーマにした記事を数回に
分けて掲載します。「乳質改善」は様々な要因が関係しており、改善・対策への
一助となることを切望しております。

□�これからの時期は、農作業が本格化します。一瞬の気の緩みや不注意が大きな事
故へと繋がります。機械を運転する時は、安全を最優先に考え、万全の態勢で作
業に臨みましょう。


